
 

1 

 

令和 5 年度 鶴ヶ島市農業交流センター 事業計画書 

１． 管理運営における基本方針 

・鶴ヶ島市農業交流センターの設置目的を基軸とし、指定管理者の責務を果たすために、関係法

令を遵守し、公平・平等な管理運営を行います。 

・市や関係機関、地域団体等との連携・協働による取り組みを推進し、農業振興施設としての機

能を効果的に発揮する運営体制を構築します。 

・ＨＰをはじめとする広報コンテンツや施設特性を踏まえた自主事業を通して、施設を広く PR

し、利用の拡大を図ります。更に、ＨＰ上にガイドブック(農作業マニュアル、野菜作り 12 ヶ

月)を掲載して利用者の方に参考にしていただけるように継続して提供していきます。 

・利用者からのご意見・ご要望を受付け、施設運営に反映させる PDCAサイクルの仕組みを構築

し、利用者満足度の向上を図ります。 
 

２． 自主事業 

・「グリーン・ツーリズム推進」、「農業振興」、「ふるさとづくり推進」の 3つに分類し、子どもか

ら高齢者まで、だれもが参加できる事業を展開します。 

・グリーン・ツーリズム推進では、新たに「さつまいも掘り体験」を取り入れて、鶴ヶ島保育所の

受入と一般募集による事業を展開することといたしました。 

・農業振興では、新たに「野菜作り勉強会(座学)」を取り入れて、春野菜と秋野菜作りの事業を展

開することといたしました。 

・ふるさとづくり推進では、新たに「武蔵野うどん作り教室、キムチ作り教室、鶴ヶ島市食生活改

善推進員協議会料理教室」を取り入れて事業を展開することといたしました。 

 また、高倉菜の花まつりはコロナ禍のため中止となりましたが、鯉のぼりのみ 3/26～5/7 に上

げることになりました。 

・その他にも、農園管理代行業務や昨年までコロナ禍のため未実施となっていたバーベキュー場

(コロナ感染状況を見て判断する)、新たに「たねダンゴづくり教室」などの事業を展開します。 

・更に、農業に対する理解を深める場として新たに「中学生の社会体験事業」の受け入れをいた

します。 
 

【グリーン・ツーリズム推進プログラム】 

事業名 頻度 
開催月 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

竹の子掘り体験 2回 ●●            

栗ひろい体験 2回      ●●       

里いも掘り体験 1回        ●     

じゃがいも栽培～収穫体験 1回 → → →●         ●→ 

じゃがいも収穫体験 1回   ●          

トウモロコシと枝豆収穫体験 1回    ●         

さつまいも掘り体験(一般) 1回       ●      

さつまいも掘り体験 

(鶴ヶ島保育所) 
1回       ●      

たねダンゴづくり教室 2回  ●    ●       
 

【農業振興プログラム】 

事業名 頻度 
開催月 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

有機栽培講座 7回 ● ●  ● ● ● ● ●     

営農相談 適宜 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

野菜作り勉強会(座学) 2回 ●    ●        

管理機講習会 適宜 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

食品リサイクル堆肥利用促進事 適宜 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

資料２ 
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業 

中学生の社会体験事業      ●～ ～●       

 

【ふるさとづくり推進プログラム】 

事業名 頻度 
開催月 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

年中行事 3回    ●      ●  ● 

郷土料理教室 3回    ●    ●  ●   

武蔵野うどん作り教室 1回       ●      

キムチ作り教室 1回         ●    

鶴ヶ島市食生活改善推進員協

議会料理教室 
1回    ●         

エコ工作教室 1回     ●        

環境ボランティア受入事業 2回   ●    ●      

校外学習受入事業 1回  ●           

高倉菜の花祭り(イベント中止) 1回 ●            
 

３． 広報・広聴 

・施設独自のＨＰにより、本施設の情報を広く発信します。特に貸し農園の情報に関しては、随

時最新の情報に更新し、新規入園希望者が求める情報を発信します。また、パンフレットを活

用し、施設の PR活動に努めます。 

・イベントや教室、講座を開催する際は、チラシやポスターを作成・配布するほか、「広報つるが

しま」を活用させていただくことで、多くの参加者を募ります。 

・第三者機関による利用者満足度調査を年 1 回実施します。 

 

 

 


